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申請の概要 

摂食嚥下リハビリテーションの間接訓練において、口腔器官に対し感覚刺激や運動を付与する手技は、各口腔器官の筋

萎縮・廃用予防、嚥下の準備期・口腔期の機能を維持・向上する目的で行われる。また、口腔器官からの求心性刺激が、

嚥下中枢の活動性を高め、嚥下運動が賦活化される。 

そこで、本研究では、慢性期病院回復期リハビリテーション病棟入院加療中患者のうち、3 食経口摂取、従命指示可能

な満 65 歳以上の患者を対象に、頬粘膜および舌に対して、機械的刺激として伸張刺激または振動刺激を行い、各刺激に

よる嚥下反射惹起運動の関連性を検討する。 

頬粘膜および舌に対する機械的刺激が、口腔機能および嚥下機能の維持・向上へ繋がれば、摂食嚥下リハビリテーショ

ンの一助となり、社会的貢献度も高いことが期待される。 




